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 本学では大学・短期大学部の 1 年生全員に対して、「鈴鹿学」を必修科目としている。受
講者には、専門分野の異なる講師陣から提供された鈴鹿市の地域資源を、自らの進路にど
う活かすか、その活用のあり方について、毎回、双方向型のアクティブラーニングで思考
させる 2）。                    





伝えたり示したりしたいかの 3 部構成となっている。 
                                                   
1 生活コミュニケーション学科こども学専攻  
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 受講した大部分の学生は、1997 年～1999 年の間に出生しており、アンケートで問う幼児
期の体験は、就学前期（5 歳児クラス）の 2002 年～2004 年にあたる。尚、アンケートに参













においては 5 名（5/228、0.02%）、“ボランティア”については、4 名（4/228、0.018%）と
いずれも支援の必要性が行き届いてない状況を示している。 
鈴鹿市では、1991 年から、両親ともに外国人の子ども 5 名に対し、1 名の「加配保母」
（当時）、10 名以上に対し 2 名の加配が認められた。現在も「加配保育士」は同じ基準で
配置している。また 1997 年より 2004 年までの 7 年間、市役所担当課にポルトガル語の話
せる日本人通訳 1 名を配置しており、先駆的な取り組みといえる 4）。 
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 当時幼児期だった学生たちが、外国人の友達と過ごした様子を（表 1）に度数で示した。 




















外国人との友だちとの活動は楽しかった 19 10 3 188 11 
外国人との友達とはトラブルの発生が多かった 1 １ 8 212 6 
外国人との友達とは言葉が通じなくて困ったことがある １ 5 5 213 ４ 
外国人との友達とは生活習慣の違いで困ったことがある １ 2 6 215 ４ 
外国人との友達は「乱暴な感じがする」と思ったことがあ
る 
１ 1 3 220 3 
外国人との友達は「遠慮している」と思ったことがある ０ 2 4 219 3 
外国人の友達は（日本のことが分からない為に）困ってい
た 
1 2 18 203 4 











































親から「外国人とは遊ばない方が良い」と言われていた 0 1 1 226 0 
親から「外国人と分け隔てなく付き合いなさい」と言われていた 20 23 17 168 0 
先生は、外国籍の子どもに差別なく接していた 23 12 4 187 2 
先生は外国人の子どもに、苦手でも園の給食を食べるように指導
していた 
12 12 5 197 2 
先生は外国人の親に、言葉が通じない時に身ぶり手ぶりで一生懸
命教えていた 
14 14 1 196 3 
先生は外国人の子どもに、日本の生活習慣にあわせるように、一
生懸命指導していた 
2 8 7 209 2 
 
 1.3 アンケートの自由記述より 
最後に、「次世代の子どもに多国籍の人々と一緒に生活することの良さをどのように伝
えたり示したりしていきたいですか」という項目を設け、自由記述で意見を求めた。以下






































































                                                                 
・コーディネーターを配置することによって、（その人たちがいることで）外国の人たちとの 
   コミュニケーションをとり易くしてくれることを（次世代の子どもたちに）伝えたい。 
（括弧:引用者）  





鈴鹿大学国際人間科学部国際学科では 1 年生 151 名中、留学生が 66 名、日本の高校を 
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３．外国で生まれた日本人学生へのインタビュー 
  第 2 回鈴鹿学の終了後、藤岡と筆者の下に、Ｔは駆け寄ってきた。先程の講義の中
で、自分の描いていた卒業後の進路が、触発されたことに興奮していた。そこで、Ｔの思








    
Ｔ：文化の違いって理解されてない。なんか「わかってるよ」と言ってる人程わかってないん 
です。 
  藤岡：それってＴさんが言う、「わかっている人程わかってない」人の“例えば”を教えてほしい。 
   Ｔ：「わかっているよ」って言ってる人程、肝心な時に逃げます。 
  藤岡：その“肝心”とは？例えば具体的な場面で、・・エピソード。 




  藤岡：やっぱり学校の先生？  
























  Ｔ：いやな思いをするけど、いやな思いをした方が、得るものが絶対あります。絶対ありますね。  
いやな思いをしないと何も残んないんじゃないですか。 
 











   その人の一番慣れてることばで話が出来たら、一気に信頼が出来るし、「この国に行ったらこ 












ー、Ｓ氏へのインタビューが実現した（2017 年 7 月 7 日実施）。Ｓ氏は大学卒業後に留
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－、『創立 50 周年記念号 鈴鹿大学短期大学部紀要第 37 巻』157-164. 
5）江藤明美（2017）前掲. 
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Students’ Awareness of Living With Multiculturalism 
－As Seen From Childhood Experiences－ 
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